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    安全上のご注意 
 

ここに示した注意事項は､製品を安全に正しくお使いいただき､あなたや他の人々への危害や損害を未然に

防止するためのものです｡これらの事項は､危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために､｢注意｣ 

｢警告｣ ｢危険｣の三つに区分されています｡いずれも安全に関する重要な内容ですから､国際規格(ISO / 

IEC)､日本工業規格(JIS)*1) およびその他の安全法規*2)に加えて､必ず守ってください｡ 
*1) ISO 4414: Pneumatic fluid power -- General rules relating to systems. 

  ISO 4413: Hydraulic fluid power -- General rules relating to systems. 

  IEC 60204-1: Safety of machinery -- Electrical equipment of machines. (Part 1: General requirements) 

  ISO 10218: Manipulating industrial robots-Safety.         

  JIS B 8370: 空気圧システム通則                    

  JIS B 8361: 油圧システム通則                      

  JIS B 9960-1: 機械類の安全性‐機械の電気装置(第 1部: 一般要求事項)  

  JIS B 8433: 産業用マニピュレーティングロボット-安全性 など       

*2) 労働安全衛生法 など                                                 

 

 

 注意 
取扱いを誤った時に､人が傷害を負う危険が想定される時､および物的損害のみの発生が想定

されるもの｡ 

 

 警告 取扱いを誤った時に､人が死亡もしくは重傷を負う可能性が想定されるもの｡ 

 

 危険 切迫した危険の状態で､回避しないと死亡もしくは重傷を負う可能性が想定されるもの｡ 

 

警告 

①当社製品の適合性の決定は､システムの設計者または仕様を決定する人が判断してください｡ 

ここに掲載されている製品は､使用される条件が多様なため､そのシステムへの適合性の決定は､システ

ムの設計者または仕様を決定する人が､必要に応じて分析やテストを行ってから決定してください｡  

このシステムの所期の性能､安全性の保証は､システムの適合性を決定した人の責任になります｡  

常に最新の製品カタログや資料により､仕様の全ての内容を検討し､機器の故障の可能性についての状況

を考慮してシステムを構成してください｡ 

②当社製品は､充分な知識と経験を持った人が取扱ってください｡ 

ここに掲載されている製品は､取扱いを誤ると安全性が損なわれます｡ 

機械･装置の組立てや操作､メンテナンスなどは充分な知識と経験を持った人が行ってください｡ 

③安全を確認するまでは､機械･装置の取扱い､機器の取外しを絶対に行わないでください｡ 

1.機械･装置の点検や整備は､被駆動物体の落下防止処置や暴走防止処置などがなされていることを確認

してから行ってください｡ 

2.製品を取外す時は､上記の安全処置がとられていることの確認を行い､エネルギー源と該当する設備の

電源を遮断するなど､システムの安全を確保すると共に､使用機器の製品個別注意事項を参照､理解し

てから行ってください｡ 

3.機械･装置を再起動する場合は､予想外の動作･誤動作が発生しても対処できるようにしてください｡ 

④次に示すような条件や環境で使用する場合は､安全対策への格別のご配慮をいただくと共に､あらかじ

め当社へご相談くださるようお願い致します｡ 

1.明記されている仕様以外の条件や環境､屋外や直射日光が当たる場所での使用｡ 

2.原子力､鉄道､航空､宇宙機器､船舶､車両､軍用､医療機器､飲料･食料に触れる機器､燃焼装置､娯楽機器､

緊急遮断回路､プレス用クラッチ･ブレーキ回路､安全機器などへの使用､およびカタログの標準仕様に

合わない用途の場合｡ 

3.人や財産に大きな影響をおよぼすことが予想され､特に安全が要求される用途への使用｡ 

4.インターロック回路に使用する場合は､故障に備えて機械式の保護機能を設けるなどの 2 重インター

ロック方式にしてください｡また､定期的に点検し正常に動作していることの確認を行ってください｡ 
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    安全上のご注意 
 

 

注意 

当社の製品は､製造業向けとして提供しています｡ 

ここに掲載されている当社の製品は､主に製造業を目的とした平和利用向けに提供しています｡ 

製造業以外でのご使用を検討される場合には､当社にご相談いただき必要に応じて仕様書の取り交わし､契

約などを行ってください｡ 

ご不明な点などがありましたら､当社最寄りの営業拠点にお問い合わせ願います｡ 

 

保証および免責事項/適合用途の条件 
製品をご使用いただく際、以下の｢保証および免責事項｣､｢適合用途の条件｣を適用させていただきます。 

下記内容をご確認いただき、ご承諾のうえ当社製品をご使用ください｡ 

 

『保証および免責事項』 

①当社製品についての保証期間は､使用開始から 1年以内､もしくは納入後 1.5 年以内、いずれか早期に到

達する時間です｡*3) 

また製品には､耐久回数､走行距離､交換部品などを定めているものがありますので､当社最寄りの営業

拠点にご確認ください｡ 

 

②保証期間中において当社の責による故障や損傷が明らかになった場合には､代替品または必要な交換部

品の提供を行わせていただきます｡ 

なお､ここでの保証は､当社製品単体の保証を意味するもので､当社製品の故障により誘発される損害

は､保証の対象範囲から除外します｡ 

 

③その他製品個別の保証および免責事項も参照､理解の上､ご使用ください。 

 
    3) 真空パッドは､使用開始から 1 年以内の保証期間を適用できません｡ 

       真空パッドは消耗部品であり､製品保証期間は納入後 1 年です。 

       ただし､保証期間内であっても､真空パッドを使用したことによる磨耗､またはゴム材質の劣化が原因の場合

には､製品保証の適用範囲外となります｡ 

 

『適合用途の条件』 

海外へ輸出される場合には､経済産業省が定める法令(外国為替および外国貿易法)､手続きを必ず守ってく

ださい｡ 

 

注意 

当社製品は、法定計量器として使用できません｡ 

当社が製造、販売している製品は、各国計量法に関連した型式認証試験や検定 などを受けた計量器、計測

器ではありません。このため、当社製品は各国計量法で定められた取引もしくは証明などを目的とした用

途では使用出来ません。 
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設計上のご注意/選定 

 
 
①仕様をご確認ください。 

本シリーズは、圧縮空気システム（真空含む）においてのみ使用さ

れるように設計されています。仕様範囲外の圧力や温度では破壊

や作動不良の原因となりますので、使用しないでください。 

圧縮空気（真空含む）以外の流体を使用する場合は、当社にご確

認ください。 

仕様範囲を超えて使用した場合の損害に関して、いかなる場合も

保証しません。 

②アクチュエータ駆動について 

バルブでシリンダなどのアクチュエータを駆動する場合は、あらかじ

めアクチュエータの作動による危険が発生しないようにカバーの設

置や接近禁止等の対策をしてください。 
③中間停止について 

●弾性体シール：クローズドセンタ形バルブをご使用ください。 

●メタルシール：エキゾーストセンタ形バルブにパーフェクトスペーサも

しくはパーフェクトブロックを組合せてご使用ください。 

●3 位置クローズドセンタ形のバルブでシリンダのピストンの中間停止

を行う場合、空気の圧縮性のために正確かつ精密な位置の停止は

困難です。 

また、バルブやシリンダはエア漏れゼロを保証していませんので、長

時間停止位置を保持できない場合があります。 

なお、メタルシールのクローズドセンタ形バルブは、弾性体シールに

比べエア漏れ量が多くなりますので、中間停止時間は短くなります。 

④マニホールドの背圧の影響について 

バルブをマニホールドで使用する場合、背圧によるアクチュエータの

誤作動にご注意ください。 

特に、3位置のエキゾーストセンタ形のバルブを使用する場合や、単

動のシリンダを駆動する場合は注意が必要です。このような誤作動

の恐れのある場合は、単独EXHスペーサAss'y、背圧防止弁または

個別排気形マニホールドを使用するなどの対策を施してください。 

⑤圧力（真空含む）保持 

 バルブにはエア漏れがありますので、圧力容器内の圧力（真空含

む）保持などの用途には使用できません。 

⑥緊急遮断弁などには使用できません。 

本シリーズに記載しているバルブは、緊急遮断弁などの安全確保

用のバルブとして設計されていません。そのようなシステムの場合は、

別の確実に安全確保できる手段を講じた上で、ご使用ください。 

⑦残圧開放について 

保守点検を考慮して残圧開放機能を設置してください。 

特に、3 位置クローズドセンタ形の場合、バルブとシリンダの間の残

圧開放について考慮してください。 

⑧真空での使用について 

バルブを真空の切換等に使用する場合、吸着パッドや排気ポートな

どからの外部のゴミ、異物がバルブ内部に入らないようにサクション

フィルタを取付けるなどの対策を施してください。 

また、真空吸着時は、常に真空引きをするようにしてください。 

吸着パッドへの異物の付着やバルブのエア漏れによりワークが落

下する可能性があります。 

⑨真空切換弁、真空破壊弁について 

真空仕様でない弁を真空配管中に設置しますと、真空の漏れ 

が発生します。真空仕様の弁をご使用ください。 

 

 

⑩ダブルソレノイド形の使用について 

ダブルソレノイド形を新たに使用する場合は、バルブの切換位置に

よりアクチュエータが思わぬ方向へ作動する場合がありますので、

アクチュエータの作動による危険が発生しないように対策してください。 

⑪換気について 

密閉された制御盤内などでバルブを使用される場合、排気エアなど

で制御盤内の圧力が上昇しないように、またバルブの発熱などで熱

がこもらないように換気口などの設置をお願いします。 

⑫長期連続通電 

●バルブを長時間連続的に通電すると、コイルアッセンブリの発熱に

よる温度上昇でバルブの性能低下および寿命低下や近接する周辺

機器に悪影響を与える場合があります。このため 1 回の通電が 30

分以上の場合、または 1 日の稼働時間におけるのべ通電時間が非

通電時間より長くなる場合には、下記バルブ仕様の製品をご使用い

ただくことを推奨いたします。 

•SY シリーズなどの 0.4W 以下または節電回路付仕様のバルブ。 

ただし、製品個別注意事項やバルブ型式表示方法などに個別の指

定がある場合については、その注意に従ってください。 

⑬分解・改造の禁止 

 本体を分解・改造（追加工含む）しないでください。 

けがや事故の恐れがあります。 

⑭長期間保持後の再始動について 

保持時間が長くなる場合、固着現象により ON 状態、OFF 状態に関

わらず、再始動時１回目の応答時間に遅れを生じる場合があります

ので、ご注意ください。 

この場合、数回の慣らし運転により解消されますので、本作動前の

実施をご検討ください。 

 

 
 

①2 位置ダブルソレノイド形ご使用上の注意 

ダブルソレノイド形を瞬時通電によって使用される場合、通電時間は

0.1秒以上とるようにしてください。ただし、配管条件によっては0.1秒

以上通電してもシリンダが誤作動する場合がありますので、その場

合はシリンダの排気が終わるまで励磁するようにしてください。 

②漏洩電圧 

特に、スイッチング素子と並列に 

抵抗器を使用したり、スイッチング 

素子の保護に C-R素子（サージ 

電圧保護）を使用している場合は、 

それぞれ抵抗器や C-R 素子を通 

して漏洩電流が流れるため、漏洩電圧が増加しますのでご注意くだ

さい。残留する漏洩電圧の大きさは下記値におさえてください。 

 

DC の場合：定格電圧の 3％以下 

 

③ サージ電圧保護回路 

1) バルブに内蔵されるサージ電圧保護回路は、バルブ内部で発生

したサージが出力接点へ影響を与えないよう、出力接点の保護を

目的としています。このため、外部周辺機器などからの過電圧・過

電流を受けるとバルブ内部のサージ電圧保護素子が過負荷とな

り、破損する場合があります。最悪の場合、破損により電気回路

が短絡状態となり、そのまま通電を続けると大電流が流れて出力

回路、周辺機器やバルブに２次的な破損や火災を引き起こす可

能性があります。電源や駆動回路に過電流保護回路を設置する

などの十分な安全性の確保を行ってください。 

VQC1000/2000 Series 

5ポート電磁弁／共通注意事項① 

 
ご使用の前に必ずお読みください。 
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設計上のご注意/選定 

 
 

2) ツェナーダイオード、バリスタなどの一般ダイオード以外を使用し

たサージ保護回路の場合、保護素子および定格電圧に応じた電

圧の残留がありますので、コントローラ側のサージ電圧保護にご

留意ください。 

なお、ダイオードの場合の残留電圧は約 1V です。 

④サージ電圧の回り込みについて 

無極性タイプの電磁弁は、非常停止等の負荷供給電源緊急遮断

時において、容量（消費電力）が大きい負荷機器より発生するサー

ジ電圧の回り込みが発生し、非通電状態の電磁弁が切り換わる場

合があります。（図 1） 

負荷供給電源の遮断回路を設置する場合は、極性付の電磁弁（逆

接続防止ダイオード付）を検討頂くかあるいは、負荷機器の COM.ラ

インと出力機器の COM.ライン間にサージ吸収用のダイオードを設

置してください。（図 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤低温下での使用 

低温で使用される場合はドレン、水分などの固化または凍結がない

ように対策してください。 

なお、各バルブの仕様で指示のない場合はー10℃まで使用できます。 

 

 

 

 

 

⑥エアブローで使う場合 

電磁弁をエアブローで使用する場合は、外部パイロット形をご使用く

ださい。 

内部パイロット、外部パイロットを同一マニホールドでご使用になる

場合は、エアブローにより、圧力降下を起こし、内部パイロットのバ

ルブに影響を及ぼす可能性がありますのでご注意ください。 

なお、外部パイロットポートへは仕様で定められた圧力範囲の圧縮

空気を供給し、ダブルソレノイド形をエアブローで使用する場合は、

エアブロー時に常時、励磁するようにお願いします。 

⑦取付姿勢 

  弾性体シール：取付姿勢は自由です。 

  メタルシール：2 位置シングルの場合は、取付姿勢は自由です。 

2 位置ダブルおよび 3位置の場合は、主弁が水平に 

なるように取付けてください。 

⑧バルブ主弁部の初期潤滑剤について 

バルブ主弁部には次の初期潤滑剤が塗布されています。 

●弾性体スプール弁：グリース 

●メタルシールスプール弁：タービン油 

メタルシールタイプは主弁部にタービン油を塗布しています。 

そのため、新品納入時やバルブ保管時などにタービン油が浸み

出すことがあります。電磁弁をエアブローで使用する場合は、外部

パイロット形をご使用ください。 

⑨パイロット EXH. （PE）ポートについて 

ソレノイドバルブおよびマニホールドのパイロット EXH.（PE）ポートが

極端に絞られる、または塞がれた場合、ソレノイドバルブの作動に異

常が生じる場合がありますので、ご注意ください。 

 

取付 

  

 
①取扱説明書（本書） 

よく読んで内容を理解した上で製品を取付けご使用してください。 

また、いつでも使用できるように保管しておいてください。 

②メンテナンススペースの確保 

保守点検に必要なスペースを確保してください。 

③ねじの締付けおよび締付トルクの厳守 

  取付け時は、推奨トルクでねじを締付けてください。 

④漏れ量が増大したり､機器が適正に作動しない場合は使用

しないでください。 

  取付け時やメンテナンスの際は圧縮空気や電気を接続し、適正な

機能検査および漏れ検査を行って、正しい取付けがされているか

確認してください。 

⑤塗装する場合 

製品に印刷または貼付けています警告表示や仕様は､消したり、 

はがしたり、文字を塗りつぶすなどしないでください。 

なお､樹脂部分に塗装されますと溶剤により悪影響を及ぼす恐れが

ありますので、当社にご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VQC1000/2000 Series 

5ポート電磁弁／共通注意事項② 

 
ご使用の前に必ずお読みください。 
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配管 

 

 

①ワンタッチ管継手の取扱いについては管継手＆チューブ/

共通注意事項（Best Pneumatics No.⑥）をご参照ください。 

②配管前の処置 

  配管前にエアブロー（フラッシング）または洗浄を十分行い、管内の

切粉、切削油、ゴミ等を除去してください。 

③シールテープの巻き方 

配管や継手類をねじ込む場合には、 

配管ねじの切粉やシール材がバル 

ブ内部へ入り込まないようにしてく 

ださい。 

なお、シールテープを使用される時は、 

ねじ部を 1 山残して巻いてください。 

④クローズドセンタ形を使用する場合 

クローズドセンタ形を使用する場合は、バルブとシリンダ間の配管か

らエア漏れがないように十分チェックしてください。 

⑤配管および継手のねじ込みについて 

バルブに配管および継手類をねじ込む場合、以下のように締付けて

ください。 

1) 当社の継手類を使用される場合は、次の要領にて締込んでください。 

Ⅰ. M5 の場合 

手締め後、ボディ六角面を適正なスパナで約 1/6～1/4 回転増締

めしてください。 

参考値としては、締付トルク：1～1.5N・m です。 

注） 締込み過ぎるとねじ部の折れやガスケットの変形によるエア漏れの原

因となります。締込みが浅いとねじ部の緩みやエア漏れの原因となります。 

Ⅱ. 当社以外の継手を使用される場合 

その継手メーカーの指示に従ってください。 

2) シール付管継手R, NPTの場合は手締め後、ボディ六角面を適正なス

パナで2～3回転締め込んでください。 

締付トルクの目安として下表をご参照ください。 

 

接続ねじサイズ(R, NPT) 適正締付トルク N・m 

1/8 3～5 

1/4 8～12 

 

3) 締込み過ぎると、シール剤のはみ出し量が多くなります。 

はみ出したシール剤は除去してください。 

4) 締込みが浅いと、シール不良やねじの緩みの原因となります。 

5) 再使用について 

①通常2～3回の再使用が可能です。 

②取外した管継手に別離し、付着しているシール剤をエアブロー等で除去してから

再使用ください。別離したシール剤が周辺機器に入り込むとエア漏れや作動不良

の原因となります。 

③シール効果がなくなった場合には、シール剤の上からテープ状シールを巻いて

再使用ください。テープシール剤以外は使用しないでください。 

④位置決めの必要な場合などでは、ねじ込み後に戻すとエア漏れの原因となります。 

 

 

 

 

 

 

 

⑥Uni ねじ管継手の場合 

1）ねじ部手締め後、ボディの六角面を使用し適正なスパナで、下記

増締め角度で締込んでください。参考値としては下表の締付トル

クとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）ガスケットは 6～10 回の繰り返し使用が可能です。また、ガスケット破

損部は、容易に交換できます。破損したガスケットは、ガスケットを持

ってねじを緩める方向に回して取外しますが、取りづらい場合はニッ

パ等で切断してください。その場合、継手の 45°ガスケット座面はシ

ール面ですから傷付けないようご注意ください。 

⑦製品に配管する場合 

製品に配管を接続する場合は、供給ポートなどを間違えないよう 

にしてください。 

 

配線 

 

 

①ソレノイドバルブは電気製品ですので、ご使用の際は安全

のため、適切なヒューズやサーキットブレーカの設置をお願

いいたします。 

 

 

①極性について 

DC 仕様のランプ・サージ保護回路付の電磁弁に電気接続する場合、

極性の有無を確認してください。 

極性のある場合は下記の点にご注意ください。 

 極性保護ダイオードが内蔵されていない場合： 

極性を間違えますとバルブ内部のダイオードや制御機器側のスイッ

チング素子または電源機器の焼損を招きます。 

極性保護ダイオード付の場合： 

極性を間違えますとバルブが切換わらない状態となります。 

②印加電圧 

電磁弁に電気接続する場合、印加電圧を間違えないでください。 

作動不良やコイル焼損の原因となります。 

③結線の確認 

配線終了後、結線に誤りがないか確認してください。 

④リード線への外力 

リード線に過度な力が加わると断線の原因となります。リード線に

は 30N 以上の力が加わらないようにしてください。 
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給油 

 

 

①給油 

 [弾性体シール] 

1)  初期潤滑剤により無給油で使用できます。 

2)  給油する場合は、タービン油 1 種（無添加）ISO VG32 をご使用くだ

さい。潤滑油メーカ各社の銘柄につきましては当社ホームページを

ご確認ください。またタービン油 2種（添加）ISO VG32 の使用につき

ましては当社にご確認ください。 

給油を途中で中止した場合、初期潤滑剤の消失によって作動不良

を招きますので、給油は必ず続けて行うようにしてください。 

なお、タービン油を使用する場合は、タービン油の製品安全データシ

ート（SDS）をご覧ください。 

 [メタルシール] 

1) 無給油で使用できます。 

2) 給油する場合は、タービン油 1 種（無添加）ISO VG32 をご使用く

ださい。潤滑油メーカ各社の銘柄につきましては当社ホームペー

ジをご確認ください。またタービン油 2 種（添加）ISO VG32 の使用

につきましては当社にご確認ください。 

②給油量について 

給油量が多すぎますとパイロット弁内部に油が溜まり誤作動や応答

遅れなどの原因となりますので多量に給油しないでください。多量の

給油が必要な場合には外部パイロット形を使用し、外部パイロットポ

ートへの供給エアを無給油にすることでパイロット弁内部に油が溜ま

らないようにしてください。 

 

空気源 

 

 

①流体の種類について 

使用流体は圧縮空気を使用し、それ以外の流体で使用する場合に

は、当社にご確認ください。 

②ドレンが多量の場合 

ドレンを多量に含んだ圧縮空気は空気圧機器の作動不良の原因と

なります。エアドライヤ、ドレンキャッチをフィルタの前に取付けてく

ださい。 

③ドレン抜き管理 

エアフィルタのドレン抜きを忘れるとドレンが二次側に流出し、空気

圧機器の作動不良を招きます。ドレン抜き管理が困難な場合には、

オートドレン付フィルタのご利用をお勧めします。 

以上の圧縮空気の質についての詳細は、当社の 「圧縮空気清浄化

システム」をご参照ください。 

④ 空気の種類について 

圧縮空気が化学薬品、有機溶剤を含有する合成油、塩分、腐食性

ガス等を含む時は破壊や作動不良の原因となりますので、使用し

ないでください。 

 

 
①使用流体に超乾燥空気が使用された場合、機器内部の潤

滑特性の劣化から機器の信頼性（寿命）に影響が及ぶ可能

性がありますので、当社にご確認ください。 

②エアフィルタを取付けてください。 

バルブ近くの上流側に、エアフィルタを取付けてください。 

ろ過度は 5μｍ以下を選定してください。 

 

③アフタクーラ、エアドライヤ、ドレンキャッチなどを設置し対策

を施してください。 

ドレンを多量に含んだ圧縮空気は、バルブや他の空気圧機器の作

動不良の原因となります。アフタクーラ、エアドライヤ、ドレンキャッ

チなどを設置し対策を施してください。 

④カーボン粉の発生が多い場合、ミストセパレータをバルブの

上流側に設置して除去してください。 

コンプレッサから発生するカーボン粉が多いとバルブ内部に付着し、

作動不良の原因となります。 

以上の圧縮空気の質についての詳細は当社の「圧縮空気清浄化シス

テム」をご参照ください。 

 

使用環境 

 

 

①腐食性ガス、化学薬品、海水、水、水蒸気の雰囲気または、

付着する場所では使用しないでください。 

②保護構造IP65およびIP67対応 (IEC60529による)の製品は

塵や水に対して保護されています。ただし、水中での使用は

できませんのでご注意ください。 

③IP65 および IP67 対応の製品は各製品を適切に取付けるこ

とによりそれぞれの仕様を満足しますので、各製品の注意

事項を必ずお読みください。 

④可燃性ガス、爆発性ガスの雰囲気では使用しないでください。

火災や爆発の恐れがあります。本製品は防爆構造ではあり

ません。 

⑤振動または衝撃の起る場所では使用しないでください。 

⑥日光が照射する場合、保護カバー等で避けてください。 

  なお、屋外では使用できません。 

⑦周囲に熱源がある場合、輻射熱を遮断してください。 

⑧油および溶接時のスパッタなどが付着する場所では適切な

防護対策を施してください。 

⑨ソレノイドバルブを制御盤内に取付けたり、通電時間が長い

場合、 バルブ仕様の温度範囲内になるように放熱の対策

を行ってください。 

 

 

①周囲環境の温度について 

各バルブの仕様周囲温度の範囲内でご使用ください。ただし、温度

変化の激しい環境でのご使用はご注意ください。 

②周囲環境の湿度について 

●湿度の低い環境中でバルブをご使用の場合、静電気対策を施し

てください。 

●湿度が高くなる場合はバルブへの水滴付着の対策を施してください。 
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保守点検 

 

 

①保守点検は、取扱説明書（本書）の手順で行ってください。 

取扱いを誤ると、人体への損害の発生および機器や装置の破損や

作動不良の原因となります。 

②機器の取外しおよび圧縮空気の給・排気 

機器を取外す時は、被駆動物体の落下防止処置や暴走防止処置

などがなされていることを確認してから、供給空気と電源を遮断し、

システム内の圧縮空気は取付けてある残圧開放機能により排気し

てから行ってください。 

なお、3 位置クローズドセンタ形はバルブとシリンダ間にエア圧力が

残っていますので、同様に残圧を排気してください。 

また、機器を再取付けや交換されて再起動する場合は、アクチュエ

ータなどの飛出し防止処置がなされていることを確認してから、機

器が正常に作動することを確認してください。 

特に 2 位置ダブルソレノイド形をご使用の場合は、急激に残圧を開

放すると配管条件によってはスプール弁が誤作動し、接続している

アクチュエータが動作する場合がありますのでご注意ください。 

③低頻度使用 

作動不良防止のため30日に1回はバルブの切換作動を行ってくだ

さい。（空気源にご注意ください。） 

④マニュアル操作 

マニュアル操作しますと、接続された装置が作動します。 

安全を確認してから操作してください。 

⑤エア漏れ量が増大したり、適正に作動しない場合は使用し

ないでください。 

バルブは定期的にメンテナンスを行ってエア漏れや作動状

況の確認を行ってください。 

 

 

①ドレン抜き 

エアフィルタのドレン抜きは定期的に行ってください。 

②給油 

弾性体シールの場合、一度給油されましたら継続して給油してくだ

さい。 

また、タービン油1種（無添加）VG32を給油してください。 それ以外

の潤滑油の場合、作動不良などのトラブルを生じます。 

なお、 タービン油 2 種（添加）VG32 については、当社にご確認くだ

さい。 

③マニュアル操作 

ダブルソレノイド形をマニュアル操作で切り換える場合、瞬時的な操

作ですとシリンダが誤作動する場合があります。シリンダがストローク

エンド位置になるまでマニュアルを押し続けることをお勧めします。 
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マニュアル操作 
 
 
 

マニュアル操作を行うと、接続された装置が作動しますので、危険

のないことを確認してから行ってください。標準品はプッシュ式（要工

具形）です。準標準には、ロック式（要工具形）があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小型のドライバ等でマニュアルが突き当たるところまで押してください。はなす

とマニュアルが復帰します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小型のマイナスドライバでマニュアルが突き当たるところまで押し、右へ90°

回すとマニュアルがロックします。 

解除する時は、左へ回してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小型のマイナスドライバまたは指でマニュアルが突き当たるところまで押し、

右へ90゜回すとマニュアルがロックします。解除する時は、左へ回してくださ

い。 

 
 
 

ロック式マニュアルを回す際、必要以上にトルクをかけないでくださ

い。（0.1N・m以下） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小型のマイナスドライバまたは指でマニュアルをパイロット弁側（ON側）に突き

当たるまでスライドするとロックします。解除する時は、継手側（OFF側）にスラ

イドさせてください。なお、ø1.7以下のドライバ等を使用してプッシュ式としても

使用できます。（VQC2000の場合はø2以下。） 

 

電磁弁の取外方法、取付方法 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
取外し手順 

①クランプビスを空回りするまで緩めます。（ビスは脱落しません） 

②ビスの頭を押しながらバルブ本体のコイル側を上に持ち上げ、クランプ金具

Bより取外します。ねじを押す操作が固い場合は、バルブのマニュアル付近

を軽く下へ押すと操作し易くなります。 

取付け手順 

①クランプビスを押します/クランプ金具Aが開きますのでバルブのエンドプレ

ート側のツメをクランプBに斜め方向より差し込みます。 

②下へバルブ本体を押し込みます。（ビスをはなすとクランプ金具Aにロックさ

れます） 

③クランプビスを締付けます。（適正締付トルクVQC1000：0.25～0.35N・m、

VQC2000：0.5～0.7N・m） 

 

 
 

ガスケットや電磁弁のシール面にゴミ等が付着するとエア漏れの原因になりま

すので付着しないようにご注意ください。 
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シリンダポート用管継手の交換方法 
 
 
 

シリンダポートのワンタッチ管継手の場合は、カセット式になっており

容易に交換が行えます。管継手は、クリップによって抜け止めされて

います。バルブを取外した後、マイナス時計ドライバ等でクリップを

外し管継手を交換します。取付けは管継手が突き当たる位置まで挿

入後、クリップを所定の位置まで挿入してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１）エア漏れの原因になりますのでＯリングにキズやゴミを付けないようご注意

ください。 

２）M5 用管継手 Ass’y はご使用となる管継手をねじ込み後、マニホールド  

ベースに装着してください。（締付トルク：0,8～1.2N･m） 

３）ご注文は１０個単位となります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ランプ・サージ電圧保護回路 
 
 
 

ランプの点灯位置は、シングルソレノイドタイプ、ダブルソレノイドタイ

プ共ワンサイドに集中させています。ダブルソレノイドタイプはA側通

電時とB側通電時をマニュアルの色と同色の2色で表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注）A側通電：ランプ（オレンジ）点灯 誤配線防止（ストップダイオード）機構付 

   B側通電：ランプ（グリーン）点灯 サージ吸収（サージ吸収ダイオード）機構付 
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DINレールへの取外方法、取付方法 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保護構造 IP67対応について 
 
 
 
 
 

IP67 対応品への配線接続は、IP67 の保護構造となるように考慮し

てください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

内蔵サイレンサのエレメントについて 
 
 
 

マニホールドベースの両側エンドプレートには、フィルタエレメントが

内蔵されています。エレメントが汚れ、目づまりしますと、シリンダス

ピードの低下等、不具合の原因となりますのでエレメントの交換をお

願いします。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

流量の求め方 
 

P1+0.1013<1.89(P2+0.1013)のとき亜音速流れ 

Q=226S △P(P2+0.1013)   

P1+0.1013≧1.89(P2+0.1013)のとき音速流れ

Q=113S(P1+0.1013) 
Q:空気流量〔l/min(ANR)〕 

   S:有効断面積(mm2) 

△ P:圧力降下量 P1-P2〔MPa〕 

P1:上流側圧力〔MPa〕 

P2:下流側圧力〔MPa〕 

※ 空気温度が異なる場合の補正 

上式で算出した流量に下表の係数を乗じてください。 
空気温度(℃) -20 -10 0 10 30 40 50 60 

補正計数 1.08 1.06 1.04 1.02 0.98 0.97 0.95 0.94 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 VQC1000/2000 Series 
製品個別注意事項③ 

  ご使用の前に必ずお読みください。 



- 12 - 
No.VQC1000V-OMM0001-B 

 

 
 
 
 
 

①本製品は一般的なFA機器への使用を意図しています。 

  本製品を直接人命に関わるような機器、装置および、誤動作や

故障により膨大な損害が発生するような機器、装置への使用は

避けてください。 

②爆発性雰囲気、引火性ガスの雰囲気、腐食性の雰囲気では使用

しないでください。けが、火災等の原因になります。 

③運搬、設置、配管、配線、運転、操作、保守、点検の作業は、専

門知識のある人が実施してください。感電、けが、火災等の恐れ

があります。 

④即時に運転を停止し、電源を遮断できるように外部に非常停止回

路を設置してください。 

⑤本製品の改造はしないでください。けが、破損の恐れがあります。 
 
 
 

① 使用の際は取扱説明書をよくお読みになり、注意事項を厳守の

上、仕様の範囲内でご使用ください。 

② 本製品を落としたり、過大な衝撃を加えないでください。 

  破損および故障や誤動作の原因となります。 

③ 電源事情の悪い場所では、定格電源を供給できるようにしてくだ

さい。仕様以外の電圧で使用すると、誤動作、ユニットの破損お

よび、感電や火災の原因となります。 

④ 通電中はコネクタ端子や内部基板に触らないでください。 

  通電中にコネクタ端子や内部基板に触ると、誤動作、ユニットの

破損および、感電の恐れがあります。 

  マニホールドバルブや入力ブロックの増減を行う場合や、コネクタ

の抜き差しを行う場合は、必ず電源OFF状態で行ってください。 

⑤ 使用周囲温度は仕様範囲内でご使用ください。周囲温度範囲が仕

様内でも、温度が急激に変化する場所では使用しないでください。 

⑥ 本製品内部に、配線クズ等の異物が入らないようにしてください。

火災や故障、誤動作の原因となります。 

⑦ 保護構造により使用環境を考慮してご使用ください。 

  IP65・67の場合は、電源配線用ケーブル、通信用コネクタおよび

M12コネクタ付ケーブルで各ユニット間を適正に配線処理すること

や、未使用ポートがある場合は、防水キャップにより適正に処理す

ることや、入力ユニットと入力ブロックおよびSIユニットとマニホー

ルドバルブが適正な取付けを行うこと等により達成されます。常時

水のかかる環境での使用は、カバー等の対策を行ってください。 

⑧ 締付トルクを守ってください。 

  締付トルク範囲を超えて締付けるとねじを破損する可能性があり

ます。 

⑨ 次のような場所で使用する際は、遮蔽対策を十分行ってください。 

  ・静電気などによるノイズが発生する場所 

  ・電界強度の強い場所 

  ・放射能を被爆する恐れのある場所 

  ・電源線が近くを通る場所 

⑩ 本製品を装置に組込む際、ノイズフィルタ等により十分なノイズ

対策を行ってください。 

⑪ 本製品は最終機器に組込まれて使用されるコンポーネントです

ので、装置へ組込んだ場合のEMC指令の適合性は、お客様自

身で確認いただくようお願いします。 

⑫ 銘板を取外さないでください。 

⑬ 定期点検を行い、正常に動作することをご確認ください。 

  意図しない誤動作や誤操作で、安全が確保できなくなる可能性

があります。 

⑭温度サイクルが掛かる環境下では、使用しないでください。 

通常の気温変化以外の温度サイクルが掛かるような場合は、製

品内部に悪影響を及ぼす可能性があります。 
  
 
 

 
 
 

⑮直射日光の当る場所では使用しないでください。 

直射日光が当る場合は、日光を遮断してください。故障、誤動作

の原因となります。  

⑯周囲の熱源による、輻射熱を受ける場所での使用はしないでくだ

さい。 

動作不良の原因となります。 

 

使用供給電源に関しての安全上のご注意 
 
 
 

① 電源は単一電源でも別電源でも使用可能ですが、配線は必ず2系

統（ソレノイドバルブ用、入力および制御部用）で行ってください。 

②ULに適合する場合、組合せる直流電源は、UL1310に従うClass2

電源ユニットをご使用ください。 

 
   

ケーブルに関しての安全上のご注意 
 
 
 

① 誤配線にご注意ください。誤動作、ユニットの破損および火災の

原因になります。 

② 信号ラインへのノイズ・サージの混入防止のため、各配線は、動

力線・高圧線と同一配線はしないでください。誤動作の原因にな

ります。 

③ 配線の絶縁性を確認してください。絶縁不良があると、過大な電

圧の印加または電流の流れ込みにより、ユニットを破損する原因

になります。 

④ ケーブルを繰返し曲げたり、引張ったり、重いものを載せたり、挟

み込むようなことはしないでください。断線の原因になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シリアル EX500, EX250, EX126 に関してのご注意 
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設計・選定上のご注意 
 
 
 

① 仕様範囲を超えて使用しないでください。 

  仕様範囲を超えて使用すると、火災・誤動作・システム破損の原

因となります。 

仕様を確認の上、ご使用ください。 

② インターロック回路に使用する場合は 

 別系統による（機械式の保護機能など）多重のインターロックを

設けてください。 

 正常に動作していることの点検を実施してください。 

   誤動作による、事故の恐れがあります。 
 
 
 

① ULに適合する場合、組合せる直流電源は、UL1310に従う

Class2電源ユニットをご使用ください。 

② 規定の電圧でご使用してください。 

  規定以外の電圧で使用すると、故障・誤動作の恐れがあります。 

③ ユニットに供給する電源は、出力用電源、制御、入力用電源とも

に0Vを基準としてください。 
 
 
 
 
 
 

④ 足場になる箇所には取付けないでください。 

誤って乗ったり、足を掛けたりしたことにより過大な荷重が加わる

と、破損することがあります。 

⑤ 保守スペースを確保してください。 

保守点検に必要なスペースを確保してください。 

⑥ 銘板を取り外さないでください。 

保守点検時の誤りや取扱説明書の誤使用により、故障・誤動作

の恐れがあります。 

  また、安全規格不適合の恐れがあります。 

⑦ 電源投入時の突入電流に注意すること。 

接続される負荷によっては、初期充電電流により過電流保護機能

がはたらき、ユニットが誤動作する可能性があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

取付 
 
 

① ユニット取扱い時や組付け時には、 

 ユニット取扱い時、ユニット接続用コネクタ・プラグの金属鋭利

部に触れないでください。 

 ユニットを分解するとき、勢いあまって手をぶつけないようにし

てください。 
ユニット結合部はパッキンで固く結合されています。 

 ユニットを結合するとき、ユニットの間に指を挟まれないように

してください。 
けがの恐れがあります。 

② 落としたり、打ち当てたり、過度の衝撃を加えないでください。 
  破損し、故障・誤動作の原因となります。 

③ 締付トルクを守ってください。 
  締付トルク範囲を超えて締付けると、ねじを破損する可能性があります。 

  指定の締付トルクと異なるトルクで締付けた場合、IP67が達成されません。 

④ 大型のマニホールド電磁弁ユニットを持ち運ぶ際には、接続部に

応力がかからないように持ち上げてください。 
大型のマニホールド電磁弁の場合には、ユニットとの接続部が破損する可

能性があります。 

また重量物となる場合もありますので、持ち運ぶ際には無理をせず、複数

の作業者にて運搬/設置作業を行ってください。 

⑤ マニホールドを設置する際には、平らな面に取付けてください。 
マニホールド全体にねじれが発生すると、エア漏れもしくは接触不良など

の原因になります。 

 

配線 
 
 
 

① 省配線システムの安全と耐ノイズ性を向上するために、接地を

施してください。 
接地はできるだけ専用接地としてユニットの近くにし、接地の距離を短く

してください。 

② ケーブルに繰返しの曲げや引っ張り、重い物を載せたり、力が

加わったりしないようにしてください。 
ケーブルに繰返し曲げ応力や引張力が加わるような配線は、断線の原

因となります。 

③ 誤配線をしないでください。 
誤配線の内容によっては、省配線システムが破壊したり、誤動作したり

する可能性があります。 

④ 配線作業を通電中に行わないでください。 
省配線システムや入出力機器が破損したり、誤動作したりする可能性が

あります。 

⑤ 動力線や高圧線と同一配線経路で使用はしないでください。 
動力線・高圧線からの信号ラインのノイズ・サージの混入により誤動作の

恐れがあります。 

省配線システムや入出力機器の配線と動力線・高圧線は、別配線（別配

管）にしてください。 

⑥ 配線の絶縁性を確認してください。 
絶縁不良（他の回路と混触、端子間の絶縁不良など）があると、省配線

システム、各入出力機器への過大な電圧の印加または電流の流れ込み

により、省配線システムや各入出力機器が破壊する可能性があります。 

⑦ 省配線システムを機器・装置に組込む場合は、ノイズフィルタな

どを設置し十分なノイズ対策を実施してください。 
ノイズの混入により、誤動作の恐れがあります。 

⑧ 入力機器・出力機器・ハンドヘルドターミナルの配線作業を行う

際には、水・溶液・油がコネクタ部より内部に浸入しないようにし

てください。 
破損し、故障・誤動作の原因となります。 

⑨ コネクタ部に応力が加わらないように配線をしてください。 
接触不良の原因となり、故障・誤動作の要因となります。 

 
 

EX600 に関してのご注意 
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使用環境 
 
 
 

① 可燃性ガス・爆発性ガスの雰囲気では使用しないこと。 
火災・爆発の恐れがあります。 

このシステムは、防爆構造ではありません。 

 
 
 

① 保護構造により、使用環境を考慮してください。 
保護構造がIP65/67の場合、下記条件が実施されることで達成できます。 

1）電源配線用ケーブル、通信線コネクタおよびM12コネクタ付きケーブル

で、各ユニット間を適正に配線処理する。 

2）各ユニットとマニホールドバルブは適正な取付けを行う。 

3）未使用のコネクタには、防水キャップを必ず取付ける。 

なお、常時水の掛かる環境での使用は、カバーなどで対策してください。 

EX600-D□□E, EX600-D□□Fを接続した場合、マニホールドの保護構

造はIP40になります。 

またハンドヘルドターミナルはIP20ですので、使用の際には、内部に異物

が侵入したり、水・溶剤・油がかからないように注意してください。 

② 次のような場所で使用する場合は、遮蔽対策を十分に実施して

ください。 

対策が不十分の場合は、誤動作・故障の原因となります。 

対策効果の確認は、個々の機器・装置に組込んで実施してくだ

さい。 

1）静電気などによるノイズが発生する場所 

2）電界強度が強い場所 

3）放射能により被爆する恐れのある場所 

4）電源線が近くを通る場所 

③ 油分・薬品環境下では、使用しないでください。 
クーラント液や洗浄液など、種々の油並びに薬品の環境下でのご使用に

ついては、短期間でもユニットが悪影響（故障、誤動作など）を受ける場

合があります。 

④ 腐食性のあるガス、液体がかかる環境下には使用しないでくだ

さい。 
ユニットが破損し誤動作する可能性があります。 

⑤ サージ発生源がある場所では、使用しないでください。 
ユニット周辺に、大きなサージを発生させる装置機器（電磁式リフター・高

周波誘導炉・溶接機・モータなど）がある場合、ユニット内部回路素子の

劣化または破壊を招く恐れがありますので、発生源のサージ対策を考慮

頂くと共にラインの混触を避けてください。 

⑥ リレー・電磁弁・ランプなどサージ電圧を発生する負荷を直接駆

動する場合の負荷には、サージ吸収素子内蔵タイプの製品を

ご使用ください。 
サージ電圧が発生する負荷を直接駆動すると、ユニット破損の恐れがあ

ります。 

⑦ CEマーキングにおける雷サージに対する耐性は有していませ

んので、装置側で雷サージ対策を実施してください。 

⑧ 製品内部に、粉塵、配線クズなどの異物が入らないようにしてく

ださい。 
故障、誤動作の原因となります。 

⑨ ユニットは、振動、衝撃のない場所に取付けてください。 
故障、誤動作の原因となります。 

⑩ 温度サイクルが掛かる環境下では、使用しないでください。 
通常の気温変化以外の温度サイクルが掛かるような場合は、ユニット内

部に悪影響を及ぼす可能性があります。 

⑪ 直射日光の当る場所では使用しないでください。 
直射日光が当る場合は、日光を遮断してください。 

故障、誤動作の原因となります。 

⑫ 周囲温度範囲を守って使用してください。 
誤動作の恐れがあります。 

⑬ 周囲の熱源による、輻射熱を受ける場所での使用はしないでく

ださい。 
動作不良の原因となります。 

 

 
 
 

調整・使用 
 
 
 

① 濡れた手で操作・設定をしないでください。 
感電の恐れがあります。 

〈ハンドヘルドターミナル〉 

② 表示部を押さないでください。 
けが、LCD表示部破損の原因になります。 

③ 強制入力・出力機能は、信号の状態を強制的に変更させる機

能ですので、操作時は、周囲・設備の安全を確認の上行ってく

ださい。 
けが、設備破損の恐れがあります。 

④ パラメータ設定を誤ると誤動作の要因になりますので、設定の

確認は必ず実施してください。 
けが、設備破損の恐れがあります。 

 
 
 

① SIユニットの各スイッチは、先の細い時計ドライバなどで設定し

てください。 

またスイッチ操作時は、関連する部分以外には接触しないよう

にしてください。 
部品破損および短絡により故障の原因となります。 

② ご使用状況に合せた、適切な設定を行ってください。 
不適切な設定になっていますと、動作不良の原因となります。 

各スイッチの設定に関しては、取扱説明書を参照ください。 

③ プログラミングおよびアドレスに関する詳細内容は、PLCメーカ

のマニュアルを参照してください。 
プロトコルに関するプログラミングの内容は、ご使用のPLCメーカにての

対応となります。 

〈ハンドヘルドターミナル〉 

④ 先の尖ったものでボタンを操作しないでください。 
破損、故障の原因となります。 

⑤ 操作ボタン部に過大な荷重や衝撃を加えないでください。 
破損し、故障・誤動作の原因になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■商標に関して 
DeviceNet™ is a trademark of ODVA. 

このカタログに掲載の商品の名称はそれぞれ各社が商標として使用している場合があります。 

EX600 に関してのご注意 
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保守点検 
 
 
 

① 分解・改造（基板の組み替え含む）・修理は行わないでください。 
けが、故障の恐れがあります。 

② 保守点検をするときは、 

 供給電源をOFFにしてください。 

 供給しているエアを止めて、配管中の圧縮空気を排気し、大

気開放状態を確認してから実施してください。 
システム構成機器の、意図しない誤動作の可能性があります。 

また、けがの恐れがあります。 

 
 
 

① ユニット取扱い時や交換時には、 

 ユニット取扱い時、ユニット接続用コネクタ・プラグの金属鋭利

部に触れないでください。 

 ユニットを分解するとき、勢いあまって、手をぶつけないように

してください。 
ユニット結合部はパッキンで固く結合されています。 

 ユニットを結合するとき、ユニットの間に指を挟まれないように

してください。 
けがの恐れがあります。 

② 保守点検を定期的に実施してください。 
機器・装置の誤動作により、意図しないシステム構成機器の誤動作の可

能性があります。 

③ 保守点検完了後に、適正な機能検査を実施してください。 
正常に機器が動作しないなどの異常の場合は、運転を停止してください。 

システム構成機器の、意図しない誤動作の可能性があります。 

④ ユニットの清掃は、ベンジンやシンナなどを使用しないでください。 
表面に傷が付いたり、表示が消えたりする恐れがあります。 

柔らかい布で拭き取ってください。 

汚れがひどい時は、水で薄めた中性洗剤に浸した布をよく絞ってから汚れ

を拭き取り、乾いた布で再度拭き取ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

EX600 に関してのご注意 
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現象 
バルブに不具合が生じた場合には、下記の現象

および、チェック項目から対策を行って下さい。 
原因 対策 

作動不良 

 

エア切換え 

がされない 

 1)主弁の摺動不良または、固着 

 空気源から異物が主弁にかみ

込まれて摺動不良また、固着が

生じた。 

・バルブを交換してください。 

・空気源の清浄化を行ってください。 

2)圧力低下 

 空気源の圧力が降下し、バル

ブの最低作動圧力に達せず作

動不良を生じた。 

・圧力をバルブの使用圧力範囲内に調

整してください。 

１）電気系統の不具合 

・誤配線 

・ヒューズ、リード線の断線 

・接点部、結線部の接触不良 

・シーケンサの不具合 

・供給電圧の不足 

各ヶをチェックし、結線のし直し、部品

の交換等の対策をしてください。 

1)供給電圧の降下 

ランプが点灯しても電圧降下に

よってバルブが作動しない場合

があります。 

・供給電圧をチェックし、降下している場

合には対策をしてください。 

2)漏れ電流 

 OFF 時、残留電圧によってバ

ルブが切換わらない。 

残留電圧をチェックしてください。 

残留電圧は定格電圧の 

・DC コイルは 3%以下 

・AC コイルは 8%以下 

に抑えてください。 

３)搭載パイロット弁の不具合 

・パイロット弁コイルの断線 

・パイロット弁可動鉄心への異物

の噛み込み 

・パイロット弁ポペットの膨潤 

・パイロット弁コイルの焼損 

 (電圧が高い、コイルの仕様違

い、水の浸入) 

 

 

・パイロット弁Ass’y を交換してください。 

・空気源の清浄化を行ってください。 

 

・電圧を確認し、パイロット弁 Ass’y を交

換してください。 

・水などが特にコイル部に掛からないよ

う保護してください。 

応答不良 

 

作動はする

が動作が遅

れる 

 1)漏れ電流 

 OFF 時、残留電圧により応答

が遅れた。 

残留電圧をチェックしてください。 

残留電圧は定格電圧の 

・DC コイルは 3%以下 

・AC コイルは 8%以下 

に抑えてください。 

2)マニホールドのフィルタエレメン

トの目詰まり 

・エレメントの洗浄または交換をお願いし

ます。 

3)主弁の摺動不良または、固着 

 空気源から異物が主弁にかみ

込まれて摺動不良また、固着が

生じた。 

・バルブを交換してください。 

・空気源の清浄化を行ってください。 

エア漏れ 

 

 

 

１．バルブとベース間の漏れ 

1-1)クランプビスのゆるみ クランプビスを締付けてください。 

適正締付トルク 

・VQC1000 : 0.25～0.35N・m 

・VQC2000 : 0.5～0.7N・m 

ガスケットに損傷がある場合には、ガス

ケットを交換してください。 

1-2)ガスケットの噛み込み ガスケットを交換してください。 

1-3)異物の噛み込み エアブローなどによって異物を除去してく

ださい。ガスケットに損傷がある場合に

は、ガスケットを交換してください。 

マニュアルを押すと

作動するか？ 
NO 

YES 

通電時、インジケ

ータランプは点灯

するか？ 

NO 

YES 

エア漏れ箇所をチェックしてください。 
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現象 
バルブに不具合が生じた場合には、下記の現象

および、チェック項目から対策を行って下さい。 
原因 対策 

エア漏れ 

２．ワンタッチ管継手からのエア漏れ 2-1)チューブが奥まで差込まれ

ていない 

2-2)チューブに傷がある 

2-3)チューブの先端が斜めにカ

ットされている 

各ヶをチェックし、結線のし直し、部品の

交換等の対策をしてください。 

2-4)ワンタッチ管継手のパッキン

が損傷している 

ワンタッチ管継手Ass’yを交換してくださ

い。 

３．排気(R)ポートからのエア漏れ 

注記)メタルシールの場合、バルブ1set各ポート当

り約 200cc の主弁リークがありますが、異常では

ありません。(at 0.5MPa) 

3-1)クランプビスのゆるみ クランプビスを締付けてください。 

適正締付トルク 

・VQC1000 : 0.25～0.35N・m 

・VQC2000 : 0.5～0.7N・m 

ガスケットに損傷がある場合には、ガス

ケットを交換してください。 

3-2)バルブの主弁に空気源から

異物が噛みこまれて内部リー

ク量が増大した。 

・バルブを交換してください。 

・空気源の清浄化を行ってください。 

４．マニホールド間からのエア漏れ テンションボルトの締付け不足 エアの供給を止めてから、テンションボ

ルトの増締めを行ってください。 
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改訂 

Ｂ共通注意事項変更  

バルブ構造図追加             2020.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ㊟ この内容は予告なしに変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

 © 2020 SMC Corporation All Rights Reserved 

0120-837-838 
受付時間 9:00～17:00（月～金曜日） 

 


